
 

 

  

  

申込み・お問合せ先 
〒543-0052 大阪市天王寺区大道５丁目４番６号 大阪スカウト会館内 

              日本ボーイスカウト大阪連盟 事務局 

TEL 06-6770-0043 FAX 06-6770-0044 

※大阪連盟所属員は、地区指導者委員長迄 

と き  平成 30年１１月２５日 

９時３０分～16時３０分（９時１５分受付開始） 

ところ 本門佛立宗 清風寺 さくらホール 

参加費 700円（資料代含む） ※受講数を問いません 

    昼食は各自にてご準備ください。 

定 員 200人 

対 象 青少年活動に関係する方はどなたでも 

申込み 平成３０年 11月３日（土）締切・下記申込先まで 

日 

青少年活動に関係する成人が理解を深めておきたい、プログラム活動に関連する「安全についての理解」、

「青少年への安全教育」、「日常での備え」などの題材を取り上げ、内外に好評のこのフォーラム。 

今回も、魅力ある活動プログラムをより安心して展開するスキルを磨くために役に立つ講座を予定してい

ますので、全国のボーイスカウト関係者のみならず、ガールスカウト関係者をはじめ、青少年活動指導者、 

一般市民の皆様方の多くのご参加を心からお待ちしています。 

※都合により、 

講演内容は変更となる場合があります。 

総合テーマ 『 』 
青少年活動プログラムに関する安全について、理解を深めてみませんかか。 

食中毒予防の注意点 ～被害を拡大させないために～ 
大阪市健康局 西部生活衛生監視事務所 岩﨑俊夫 氏  

９：４５ 
～１０：４５ 

マスコミ対応について ～事故・事件が起きた場合のそなえの一つとして～  

讀賣テレビ放送株式会社 コンプライアンス推進室長  山内隆行 氏  
讀賣テレビ放送株式会社 制作局チーフプロデューサー 結城豊弘  氏  

 

１０：５５ 
～１１：５５ 

主催： 日本ボーイスカウト大阪連盟 
一般財団法人 大阪ボーイスカウト振興協会 

後援： 大阪府教育委員会 

    大阪市教育委員会 

１３：００ 
～１４：００ 

寒冷地での活動の安全について ～冬の活動のそなえの一つとして～ 

国立環境研究所 地球環境研究センター 主席研究員 中島英彰 氏  

１４：１０ 
～１５：１０ 

自転車活動の楽しみと安全について 
オダックス近畿 森脇裕 氏 

１５：２０ 
～１６：２０ 

１７ＮＳＪ 救護所での事例紹介 

社会医療法人 愛仁会 千船病院 救急診療部 主任部長 林敏雅 氏  

会場アクセス 

 大阪市北区大淀南 2丁目 5番 5号 

JR大阪環状線 福島駅、JR東西線 新福島駅 

阪神電鉄 福島駅 下車 徒歩１０分 

 ※自動車でのご来場は、ご遠慮をお願いします。 

９：３０ 開会式 



 平成 30年 11月 25日(日) ９：３０～1６：30  場所：本門佛立宗 清風寺 さくらホール 

主催：日本ボーイスカウト大阪連盟・一般財団法人  大阪ボーイスカウト振興協会  

食中毒予防の注意点 ～被害を拡大させないために～ 
大阪市健康局 西部生活衛生監視事務所   岩崎俊夫 氏 1 

野営生活において、食事は大きな楽しみの一つであると同時に、健康管理の一つでもあります。

しかし、野外というフィールドで調理をすることから、普段の生活で配慮している以上に食中

毒の予防には気を付けなくてはいけません。安全に食を楽しむための食材の保管や調理方法に

ついて注意すべきことを講師からご講演いただきます。 

１７NSJ 救護所での事例紹介 
社会医療法人 愛仁会 千船病院 救急診療部 主任部長 林敏雅 氏 5 

8月 4日～8月 10日に開催された第 17回日本スカウトジャンボリーでのスカウト、指導者

のケガ、病気等の事例を実際に救護所で医師としてご奉仕いただいた講師に紹介していただき、

今後の私たちの活動の安全に活かしたいと思います。ご自身も大阪 85 団の団委員として活躍

されている講師にご講演いただきます。 

自転車活動の楽しみと安全について 
オダックス近畿  森脇裕 氏 4 

スカウトの冒険的野外活動には自転車での活動も含まれています。自転車での活動の魅力・楽

しみ方を「ロングライドイベントを愛好する会」に所属し、ご自身もボーイスカウト経験のあ

る講師にお話しいただくと共に自転車活動での安全、自転車活動での事故防止の対策等につい

てご講演をいただきます。 

  

寒冷地での活動の安全について ～冬の活動のそなえの一つとして～ 

国立環境研究所 地球環境研究センター 主席研究員 中島英彰 氏 3 
ボーイスカウトでは通年の野外活動を行う上で、冬季にはその気象や環境に応じた安全対策が

必要になります。特に冬季の野営では、都市部以上に寒い環境下で安全に過ごせるかを考える

必要もあります。冬の活動、寒冷地での活動の安全について、第 31 次、第４８次の南極越冬

観測隊への参加経験のある講師を迎えてご講演いただきます。 

マスコミ対応について  ～事故・事件が起きた場合のそなえの一つとして～  

讀賣テレビ放送株式会社 コンプライアンス推進室長   山内隆行 氏 

讀賣テレビ放送株式会社 制作局チーフプロデューサー 結城豊弘 氏 2 
スカウト活動中に事故・事件が発生した場合、団、地区行事で不祥事が生じた場合、それにつ

いてマスコミ、報道機関が会見や報告を求めてきたとき、私たちは適切な対応が出来るでしょ

うか。不適切、不用意な発言や報告が多くの誤解を生み、私たちの活動自体が非難されること

にならないためにも、また、スカウト活動の危機管理の観点からもマスコミ対応についての知

識を深める機会としましょう。 

 


